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素材そのものを現し、経年変化が美しい外装 

■建築概要 

用途     事務所・ｼｮｰﾙｰﾑ 

延床べ面積  7,516.97㎡ 

建物高さ      SGL+26.55ｍ 

階数     地上6階建て 

構造     SRC造一部S造 



駅南口の活性化 

静岡駅南地区 

 静岡駅南口エリア活性化のため「エコタウン」を創出 
施設コンセプト 

久能街道の環境整備 

西側からの鳥瞰写真 

多目的広場 

クッキングスタジオ 



 ネット･ゼロ･エネルギーをめざした取り組み 
省エネルギー・環境配慮への取り組み 

 平成24年度住宅･建築物ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ推進化事業に採択 



 nnZEBを実現を目指したコンセプト 
ネット・ゼロ・エネルギー化推進事業 

■コンセプト 

１ 静岡地区におけるnnＺＥＢ実現の先導的役割を担う 
   ・都市ガスと創エネをベストミックスさせた省エネシステムの構築 

２ 静岡駅前地区のＤＣＰ性能向上 
   ・再生可能エネルギーとコージェネレーションによるエリア全体のDCP考慮 

３ 静岡駅前地区のスマートエネルギーネットワーク実現 
   ・敷地内建物間電力融通、敷地外熱融通（将来） 

■ZEB実現の基本要素 
  １ 建築(外皮)性能  ① アウトフレームと木製竪ルーバーによる日射遮へい 
   ② Low－ε 複層ガラス+排熱利用温水ﾋｰﾀｰ 
  ２ 省エネシステム  ① BCP性能を高めるマイクロコージェネレーション 
     高性能設備の導入  ② ｺｰｼﾞｪﾈ排熱＋太陽集熱のｶｽｹｰﾄﾞ利用熱源システム 
   ③ 敷地内建物間電力融通、熱融通(将来） 
   ④ タスク＆アンビエント床吹出し空調 
   ⑤ 自然エネルギー活用型デシカント空調システム 
   ⑥ 太陽集熱＋潜熱回収給湯器によるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ給湯 
   ⑦ LED照明＋昼光ｾﾝｻｰによる照明制御 
   ⑧ 高輝度誘導灯の採用 
  ３ 創エネルギー  ① 太陽光発電設備(50KW) 



 木製竪ルーバ-/アウトフレームによる西日遮へい 
建築（外皮）性能 

腐食効果 

≪１木製竪ルーバーによる日射遮蔽≫ ≪ ２アウトフレームによる日射遮蔽≫ 

眺望 

通風 

日射遮蔽 

採光 

断面図 
太陽熱+CGS排熱利用 

温水ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ 



自然エネルギー活用型デシカント冷房  コージェネ排熱＋太陽集熱のカスケード利用システム 

①冷房 
・ｼﾞｪﾈﾘﾝｸ 

・ｿｰﾗｰCGSｸｰﾘﾝｸﾞ 

②ﾃﾞｼｶﾝﾄ冷房 
・除湿材再生熱源 

・潜熱顕熱分離空調 

③暖房 
熱交換器による暖房 

高温水(75～85℃） 
（ｺｰｼﾞｪﾈ排熱＋太陽集熱） 

④給湯 
ｷｯﾁﾝｽﾀｼﾞｵ・ｵﾌｨｽ給湯 
潜熱回収給湯機で調温 

熱源システム 

弱冷水10℃供給による効率向上 

高温水75～85℃ 

高温水70～80℃ 

高温水76～86℃ 

55℃ 

～60℃ 

25KW×3台 

50KW 



自然エネルギー活用型デシカント冷房 
空調システム 

指向型(ﾀｽｸ用） 

拡散型(ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ用） 

 潜熱・顕熱分離空調システム 

①自然エネルギー活用型 
デシカント空調 

◆外気負荷＋室潜熱負荷処理 
◆自然エネルギー活用 
 ・顕熱→ｸｰﾙﾋｰﾄﾁｭｰﾌﾞで熱処理 
 ・潜熱→太陽熱＋井水で熱処理 

②タスク＆アンビエント空調 
床吹出 

デシカント空調 

井水 井水 

太陽集熱＋ＣＧＳ排熱 

クールヒートトレンチ 

CO2濃度検知 
外気量制御用VAV ◆室顕熱負荷処理 

◆冷凍機の弱冷水10℃送水による効率向上 

インテリア空調機 



自然エネルギー活用型デシカント冷房  自然エネルギー活用型デシカント空調 
空調システム 

※デシカント(desiccant)＝除湿材 

■外気負荷処理エネルギー量を最小化 
 ・冷房 顕熱／ｸｰﾙﾁｭｰﾌﾞで熱処理、潜熱／太陽集熱＋井水で熱処理 
 ・暖房 暖房熱源／ヒートチューブ＋太陽集熱 



自然エネルギー活用型デシカント冷房  複数の地中熱利用による外気負荷削減 
自然エネルギー活用型デシカント空調 

・地下50m井水熱を利用 

・多層連結型井水蓄熱槽 

・日常節水と災害水源に利用 

≪１クール／ヒートトンネル≫ ≪ ２井水熱利用≫ 

雑用水 

利用 

水景からの外気導入 

デシカント外調機 

25℃ 

全長100m深さ2.0m、通過風速0.2～1.5m/s 

2014年7～8月は 
ﾄﾝﾈﾙ出口温は常に27℃以下 



太陽光発電パネル 

給湯システム 

太陽集熱パネル 

 太陽集熱＋潜熱回収ガス給湯機によるハリブリッド給湯 

貯湯タンク 

熱交換器 

潜熱回収型ガス給湯機   
太陽集熱・コージェネより 

給湯 

利用 
中央給湯方式 

太陽集熱パネル 

・真空式ヒートパイプ方式 
・44パネル 
・設置角度15° 
・最大回収熱量50ＫＷ 

 
○利用先 
 ・ショールーム給湯 
 ・キッチンスタジオ給湯 
 ・オフィス全域 



自然エネルギー利用 

4面採光 

3面採光 

 ４面自然採光＋LED調光制御＋ﾀｽｸ＆ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ照明 

電力消費量実績 

300Lx全点灯時比較で65％削減 

ガラス張りの階段・EVシャフト 

天井高さ3mの自然光にあふれるオフィス 

アンビエント照明(300LX) 

タスク照明(手元LED照明) 

中央と南は
100LX 

中央300LX 
南500LX 



エコサイン 

居住者の自然換気行動を誘発するエコサイン  自然換気行動を促進する「自然換気エコサイン」 
自然エネルギー利用 

◆自然換気効率向上策 
 ・卓越風北西風を取り込み 

 ・床近傍給気口(手動） 

 ・階段室上部ソーラーチムニー化 

 ・風圧式自動開閉排気口 

 

◆居住者の換気行動促進策 

 ・各階2か所にｴｺｻｲﾝ設置 

 ・自然換気有効時に点灯 

自然換気用エコサイン 

風圧式自動開閉排気窓 給気口 

自然換気システム 



太陽光発電パネル 

建物間 熱・電力融通 

 スマートエネルギーネットワーク（電力・熱の面的利用） 

①敷地内建物間電力融通 

②敷地内外建物間熱融通 
(将来） 

◆既設建物への電力融通 
 ・太陽光電池50KW 

 ・コージェネレーション75KW 

◆既設建物･敷地外への熱融通 
 ・熱融通管を敷地境界まで実装 

 ・高温水（太陽熱集熱＋CGS排温水） 

CGS75KW 

太陽集熱50KW 

太陽光発電50KW 

建物間 

熱電力融通 

太陽光発電 

建物間 

熱電力融通 



1Fエントランスホール 

○BEMSシステム 
○省エネ見える化モニター 
○ZEB性能検証会議 
 ・期間 平成25～27年の3年間 
 ・体制 静岡ガス、日建設計、清水建設 
     高砂熱学工業､ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ、川北電気 
     名古屋大学奥宮研究室 
     中部大学田中研究室 

システム画像 

 エネルギーマネジメントシステム 
エネルギーマネジメントシステム 

見える化モニター 

1階ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 

BEMS 



 CASBEE静岡  BEE=3.9 Sランク実現 
CASBEE静岡 Ｓランク 

(2)-1　環境性能評価結果　 (バーチャート）

Q　建築物の環境品質・性能　（居住環境のアメニティを向上させる性能評価） SQ= 4.2
Q-1 室内環境 Q-2 サービス性能 Q-3 室外環境（敷地内）

　スコア（評価点）： 　　 SQ1＝ 4.0 SQ2＝ 4.4 SQ3＝ 4.4

LR　建築物の環境負荷低減性　（環境負荷を低減させる性能評価） SLR= 4.1
LR-1 エネルギー LR-2 資源・マテリアル 　　　LR-3 敷地外環境

　スコア（評価点）： 　　 SLR1＝ 4.7     　　 SLR2＝ 3.9 SLR3＝ 3.7

(2)-2　環境性能評価結果（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） (2)-3　環境性能効率 BEE (2)-3　環境性能効率 BEE

建築物の環境品質・性能  Ｑ

建築物の外部環境負荷　Ｌ

   25 × (SQ - 1)

   25 × (5 - SLR)
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ガス灯による夜の景観 

ご静聴ありがとうございました。 


